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ア
。

与式 = 9 - 12
ニー 3
mm

イ . 与式
= - 4ab × 12b
ー bab

= 8abmm

ウ . 与式 = 6 x - 9 y + 2 x + 2 Y
= 8x - 34min

ェ . 与式二響形 ③ * 追追ヶ =撃
=撃
=追

(2 ) 与 式 = (at 2)(a -2)
～

(3 ) { xty = 1 - ①

2x - 7 Y =リー②
① × 2 - ② より

2 x # 2 Y = 2

ー ) 2 x - で Y = 1

9 y = - 9 . Y = - 1



Y = - 1 を ① に代入 して
x - 1 = 1

x = 2

よって 、x = 2
、 y1
～

(4 )
A

'
2 満亭 の 定理 より

N2 +ー =√4 +36
ー

八

B
ー

6
/ C = 2ocmmm

) =「40
= 2回

! 」 最小値
↓

第
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(
第3回分位数

じ "
中央値 最大値

第 1 四分位数= 32 回 ~
～

ィ
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0 0 0 O 0 0 o 00000000
～ w～ー～
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30～35

中央値 = 50 ～55 回



国 2 25～30 55~60 65~70
ー

↓ 40～45 中央値 ↓ ↓～
000000000 0 0 0 0 0 0
～ ー～ ～
20～25

30～35
45 ～50 50～55 60～65

中央値= 45 ~ 50.

箱ひげ 国 から中央値 が 46回 とわかるが 、
国 1 では 中央値 が 50 回以上 55回未満 の階級 に

あるので 、 誤 りは

( 6 )

'
ADA

を 中心として
半径 AB の 円 を描 く

② B を 中心 として

半径 AB の 円を 描く、
A B

①
. ② の 交点 を Eとすると 、
AB = AE

,
AB = BE より AB = AE = BE

: : 6 EAB は 正三 角形 で LEAB = 600
③

.
CEAB の 二等分線 を 描き BC との 交点 が D

22

し) 樹形国 は 、 以下 の 通り
B C D

¢ E- F卧 F

F



カードの 取り 出 し 方は 、 全部で 15通 り
～ 。

そのうち

AEB が 取 り 出されるのは 1 通り
m

よって 求 める
確率 は

⑮
(2 )

GH とねじれの 位置でない
～

のは

⇒ GH と乗直マは、 平行
左国 のように
AB, CG , DH,FGEH
GH と平行 GH と直

このうち
、 回 ~国因 のカードを 2枚使ってできる辺 は

、

AB
,
CD

, EF

の 3通りカードの取 り 出 し 方 は15 通 りあるの
GH とねじれの 位置 にある辺
～

は
15 - 3 = 12 通り
～

よって
、
求 める確率 は

号 =点



3

( 1 )

アったこ 焼き
器1 台 につき 20 パック 作 れるから、

たこ焼き器 A 台 では 200 パック 作れる
昨年 は 10 パック 残ったので、 売 れたたこ焼きは

、

2 Oa - 10 パック
m～

イ 、昨年 は 1パック300 円
で

売れたので 、昨年 の

売 り 上 げは 、 300 ×(20 a - 10 )
円

～ ー

また 、今年 は 、 売 れ残りがなかったので、 売 れた
たこ 焼 きは 20 a パック 。

1 パック 250 円 なので

今年 の 売 り 上 げは 、 250 ×200
円

～ ー②

① = ② より
300 × (20a - 10 ) = 250 ×20a

⇒ 6000 a - 3000 = 5000 a

⇒ 1000 a = 3000

a = 3
m

(2) 10円値上 げすると 3 パック 売 れ残 る
20円値上 げすると 6 パック 売れ残 る
⇒ 10 ×2 円値上 げすると

、

3 ×2 パック 売れ残 る

したがって
、

1飛円値上げすると 、≈ パック売 れ残る

会続120 - 3 xパッッ～上げはこれを250
( 250 + 10x )( 120 - 3x) 円
～

ーの



値上 げ 前
は

、 売 れ 残りがなく 、 1パック 250 円
で 売 るから

、

売 り 上 げは

250 × 120 = 30000 円
m

～ ー②
① は ② より 1080円高 いので

25( 0 + 10 x )( 120 - 3x )
～

～ = 30000 + 108
m～

式
を

整理すると 、
10 (25 tx )
～

× 3 ( 40 - x )
～

= 31080

⇒ 30 (25 tx )( 40 - x ) = 31080

⇒ ( 25 +x )(40 - x) = 1036
⇐ 1000 t 15x - x

㎡
= 1036

⇒ ピー 15x t 36 = 0

⇒く (x - 3 )(x - 12) = 0

: : x =
3
, 1

x は 自然数 だから 、 x = 3
,
2 は 共 に条件 を満たす

x = 3
,
12

mm～

4
.

( )

点 A は = x上にあり 、
x

= - 3

だから 、

Y ≡ (- 3 )
~

= 9 : A (- 3
.

9 )
～.

6 AB は x軸 と平行 だから ACB の
.

6 , Y座標は 等しい。 よって 、 = 9
点 B はニx 上 にあるから

9 = x
=

: :水 = ± 3



x > 0 より x = 3 : B (3 , 9)
～

DABCD は 正方形だから 、 AB = AD
AB
=

3 - ( -3) 止より 、 AD = 6 .

よって D は A の x座標 と等 しく A の Y座標 より 6

大 きいので 、 D( -
3
. 9 + 6 ) = D(-

3

,15
)

(2) 直線AE の 式 は 、
Y 切片 が E ( 0 , 21 ) だから 、

y = ax + 21
とおく

. A (- 3 . 9 ) を 通 るから
9 = - 3 a + 21

⇒ 3a = 12

. . a =

よって 、 =4 x + 21
m～

(3 )

ア
、
点 P は 、 Y =Qx 上 にあり

、

x = -4 だから

Y = a × (- 4 ) 2

= 16 a
.

. P ( - 4
,

16a)
～

また 、 点 P は 直線 AE : Y = 4 x + 2 l 上 にも
あるので

16 a = 4 × (- 4 ) + 21
= 一 16 + 21
= 5

: : a=



(イ )

( 1 ) より A ( - 3 . 9 )、 B ( 3
,
91
～ .

D ( - 3
,

15 )
～

ロ ABCD は 正方形で 、点 C は 、
C の x 座標 = B の x座標
C の Y 座標 = D の Y座標

であるから
、
C ( 3

,

15)～

また、 点 P は 成 x上にあり 、 x

= ー 4 だから、
YZ 年 x -4 )

2

= 年 , 16
= 12 : P ( - 4 , 12)
～

点 Q は 、 点 P とY軸 について 対称だから、
Q 14

, 12 )
～

Y
ー A

,

B
.

C
.

D
.

E
.
P
.

Q の

位置 は 左国 の 通 り

D . .

J
.
Ier

C 左国のように 、 DABCD と
℃ H

OEPQ の 各辺 が 交 わる 点 を
p ∞

F G
”

Q
E , G . H .

1
.
J
.
K とする

。

=

A
^

6
'
B ロ ABCD の 面積 S は

AB = 3 - (- 3 ) = 6
ー

の 正方形 より
£= 6 × 6 =然

) x



E について

F の x 座標 = Anx座標
F の Y 座標 = P の Y座標

より F ( - 3
,

12)
m

～

G について

F と Y 軸 で 対称なので 、 G ( 3 , 12)
～

H について

直線 EQ は 、 切版 が E ( 0 , 21 ) であるから

Y = mx + 2 l とおくと 、 Q ( 4 , 12 ) を 通 るから
12 ≤ m × 4 + 21

③ 4 m =
- 9

m =
- 49 . Y = -44

H の x 座標
は
B の x 座標に等 しいので 、 x= ア

H は 直線 EQ 上 にあるから 、

Y = ー 9 × 3 +21

ュ 一邦 + 44
=… H 13.
～

IY座標は C の Y 座標と 等しいので 、 = 15
また 、 I は 直線 EQ 上 にあるから



15 = - 49 xt2 り

② 60 = - 9x + 84
⇒ 9x = 24

_

: x = f ∴ 1 ( 38 , 15 )
～

丁なI と Y 軸 について 対称 なので 、J

K について

K は H と Y 軸 について対称 なので 、K-3
¥

また

登。 「 たDKFGHTDJKIおり
F

p ∞

F ロ JKHI は 台形 である
。

DKFGH について

KF = 5” 一足 = 算一崎 = 49
ー

Kの Y座標 F の Y座標
GF =凸 ー囈 = 6

G のx座標 F の x座標
より



DKFGH～ 49 , 6=
ロ JKHI について

Y座標
… … … 15

K

J 「

…成一
JI = 5 - (-5 ) 号 台形の高 さ

I座標x座標
kH = 3 -～= 6
m

H のx座標 Knx座標

台形 の 高 さ = 15 - ⑤7 =⑤
より

管!上
二量8
瓷



したがって

T = 口 KFGH + ロ JKHI

= 7 + 7

瀅
よって

S : T = 36 :
= 144 = 71
m～

5
( 1 )

OACDは正三角 なので
LACF = 600

2点 EC が直線AF に
\600 ついて 同 じ 側 にあり

60
っ LAEE = 60 だから

LAEF = LACF

よって 、 円周角 の 定理の 逆 が 成 り 立つから、 4 点
A
, ECF は 円 じ 円周上 にある 、



(2 )
⑨ OABE と LACF で

い

X X

OABC と OACD はともに

⑦ 正三角形 なので
0
760 6%

. AB = AC ーの
LABE = LACF ー ②

⑧

また 。 4 点 A
. ECF は 同 じ 円周上にあり、 AE に

対する 円周角 だから
LAFE = LACF

よって LAFE = 60
” となり 、 LAEF =60 ”だから

LEAF = 600
OABCが延角形 より

したがって
～

ー < BAC = 600
r

LBAE = LBAD - LEAC - - CEAC ー③
LCAF - LEAF
-

LEAC 楽- CEAC ー④
③

.

④ から
LBAE = LCAF ー ⑤

①
.

③
.
⑤ から 、1 組の 辺 とその両端 の 角 がそれぞれ

等 しいので

OABE ≡ OACF(証明終 わり



( 3)
AC と EF の 交点 を G

√
⑤

.7
.

とする
OABE と OAFG

\ 160
」

兆
。
℃ において

、

(2 ) より③
ハ
②,

G OABE ≡ OACF だから
LBAE = LFAG ー ③

LABE = LAFG = 60 ー @

⑦⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので

OABE CSO AFG ー ⑩
BE : E C = 3 : 2 だから BE =③

.

EC =② とすると
、

BC =⑤ . OABC は 正三角形だから AB
=

また
、
AE = xcm とおくと

、
OAEF は 正角形 だからら

AF = AE
.

: AF = xcm . 近より対応する辺 の

比 は等しいからら

携 “装二 “ AG

⇒( x
㎡

= 5 OG .
x > 0 より x =√ 5AG①

つ OAEC と OFGC に

おいて

く k LACEGABCが “ ∠FACDが段
℃③ ー

⑤ √ 正三角形正三角形ー



4点 AEC . F は 同 じ 円周上 にあるので 、 EC に
対 する 円周角 より
LCAE = LCFG ー⑤

②⑨ より 2 組 の 角 がそれぞれ等しいので
OAECSOFGC . 一B
ここで

、 12 ) より OABE ≡ OACF だから、 BE = CF
. : CF = ③
OABC は 正角形 だから 、 AC =⑤ よって ⑦ より
対応 する 辺 の 比 は 等 しいから

崎 =

“ GC -

ゃ ⑤ GC =⑥ ∴ GC =⑤
AC =⑤

.
AG = AC - G C より

AG =⑤ - ⑤
=問
: √

5A回 より

靡 √5×①=⑲
OABC と OAEF はともに正角形 なので
OABCCS OAEF であり 、 相似比

は
～ AB:AE

= 5 : 19
～

相似な 三角形の 面積比は、相似比
の 2 乗に 等 しいので、 OABC = OAEF = 25 : 19

～


